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St．　No． Mar． Apr． May． Aug． Dec． Feb． Mar．
（ppm＞
Makio ［1］




一 → 一 一
［3］ 0．93＊ 0．62＊ 0．84＊ 0．27＊ 1，43＊ 王．25＊ 0．93＊
0⑲u
［4］ 0．90＊ 0．28 0．32
一 一 一 一
Matsじ0 ［53 L44 1．10 1．05 一 一 一 一
Ushitaki ［61 0．93 0．72 0．92 一 一 一 一
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Flg．5。丁摂e　e鉦ect　of　temperature　on　the　decrease　of
　　　　MBAS　in　river　water。
　Fig．5は，合成洗剤の生分解性
に対する温度の影響を示したもの
である。10℃での分解速度はゆる
やかであり，冬期では，河川水中
での分解はほとんどおこらずに海
域に流入することが予測される。
20～25℃以上では，MBASの減少
速度は大きくなるけれど，泉州諸
河川の場合は，…臼足らずで海に
流入するので，夏期においても河
川水中に存在する合成洗剤の50～
70％は分解されずに海に流入する
ことになる。
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Fig．6．　Time　course　of　biodegradation　o£LAS　a乞differenも
　　　　concentrat呈ons　a篠d　temperatures．
　Fig．6には，河川水に添加され
たLASの生分解速度に及ぼす，
LAS濃度と温度の関係が示して
ある。LAS濃度20～30pp瓢以上
になると，水温が20℃以上になっ
ても，ほとんど分解されなくなる。
このことは，LASが単に化学構
造的に生分解されにくいというば
かりでなく，微生物に対して一定
の毒性を有していることを示唆し
ている。
　下水処理においても，活性汚泥
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Fl9．7．　Ultra　viole乞spectra　of・MBAS　fractions　of　the
　　　　　water　on　XAD＿2　chromatography．
　　　　a）The　water　had　3．6　ppm　of　MBAS．
　　　　b）The　water　had　O．2　pp　n　of　MBAS．
中に10ppm以上のLAS（ABS）が存
在すると微生物の働きを阻害する
　　　　　　　　　　　　ら　
ということが知られている。井上
らはLASは，毒性が高く7ppm以
上では微生物の働きを阻害すると
　　　　　　⑨
報告している。
　Fig．7aは，槙尾川［1］地点の河
川水にLAS（6ppm）を添力∬し，一一th，
室温放置後（MBAS・・3．6ppm），
MBAS部分をXAD－2で濃縮した
ものの紫外部吸収スペクトルであ
る。このパターンは，添煽直後と
同じであり，LASの吸取スペク
トルである。Fig．7bは，10臼闇，
室温放置により醗BAS撒0．2ppm
になった試水を岡様の操作ののち，
測定した吸収スペクトルである。
260mn附近の増糠は，　LAS分
解物に起認すると考えられるが，
220nmにもピークがあり，LASの
残存を示している。
6．蛍光性物質
　TABLE　3，4，5に示すように槙尾川下流域では，唄水が強い蛍光を蒋していた。　TABL£5の蛍
光強度は，試水を0．65μのミリポアフィルターで1戸過したのち，励起波長365nm照射で得られる蛍
光スペクトルの460Rmのピークの大きさを硫酸キニーネを基準としてあらわLたものである。翻様
の方法で，合成洗剤汚染の少ない深井戸水で0．001ppm，槙尾局上流で0．01～0．02ppm，合成洗剤汚染
の大きい牛滝絹［71は0．03～0．05ppmという植が得られている。槙尾lq［3］地点の水は，通常の合成
洗斉1汚染のある絹の10～20倍の蛍光性物質を含んでいることになる。TABLE　4には試水をXAD－2
処理によって分離した蛍光性物質の蛍光強度が示してある。原水の蛍光強度の60～80％である。
また，流燃液のアセトンを除去し，脱イオン水に残澄を溶出させ，次にクロロホルムを塊えると，
蛍光性物質は，クロロホルム層に移行するので，これを響1いて蛍光性物質の精製を行ない物質嗣定
一 X64一
を試みた。
　天然水は，入為的汚染ではない蛍光性物質は含んでいることがある。しかし，ここで見出され
た蛍光性物質は，蛍光増白剤であることが先ず予測される。家庭用合成洗剤には，0．5％程度の蛍光増
白剤が添加されており，合成洗剤汚染の大きい多摩川や，東京都内の井声水に蛍光強度の大きいも
　　　　　　　　　　　　　　25）
のがあることが報告されている。
蛍光スペクトル及びペーパークロマトグラフィ
標準蛍光増臼剤の抽出：日本の毒販合成洗剤に配合されている蛍光増白剤はFig．8に示すような
トリアジニルアミノスチルベン系の物質が最も多い。しかし，これらの物質の入手が園難であったの
で，商晶名「ミケフォアー」と呼ばれているトリアジニルアミノスチルベン系蛍光増白剤の配合さ
れている市販洗剤から，XAD－2処理，クロロホルム精製によって蛍光増白剤をとり嵐し，標準物質
とした。
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Fig．8．　Chemical　structures　of　fluorescent　brightening　agents。
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Fig．9．　Fl“oresce號spectr礒m　of　t難e　substance　in　the、vater
　　　　of　Mak量o　river．　The　substance　was　purified　by
　　　　XAD－2　chromatography　and　extract重on　i擁chro茎o£orm．
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　Fig．9には槙羅川［31地点の蛍
光性物質の蛍光スペクトルが示し
てある。最大励起波長は365nmで
ある。標準物質及び牛滝川［7］地
点の蛍光物質の蛍光スペクトルも，
これと全く同じである。
　蛍光物質の岡定には，薄願クロ
マトグラフィやペーパークWマト
　　　　　　　　　　⑳
グラフィが有用であるが，メタノ
ー ル，アセトン（9：1）の溶媒と，
2×20cm　No．51浜紙によるペーパークロマトグラフィで良好な結果を得ることができた。室温で，
10cm溶媒を上昇させることにより，三者ともRf値6．3～6．5を得た。
　蛍光スペクトルとペーパークロマトグラフィの結果は，合成洗剤の多い河川水の蛍光は蛍光増白
剤によるものであり，槙尾川［31地点の蛍光も，同じく蛍光増白剤によるのみであることを示した。
しかし，槙尾川［3］地点の蛍光増臼剤は，家庭嗣合成洗剤によるものではなく，その場所の近傍に
ある染色工場の挑水によるものではないかと考えられる。蛍光増臼剤は工場排水規舗の中に入って
いないので工場撰水に混入して放出されることは充分可能である。
　蛍光増臼剤は化学構造が発癌物質と類似していることから，問題にされた事があり，現在，食品
胴，医薬品用には使用を禁止されている。しかし，合成洗剤のほとんどの商品に配合され，河川水
の蛍光を増えさせている。これが上水として利用されるとき，発癌類似物質が飲料水に混入するお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽それがある。これについて，製造業者の報告によれば，蛍光増白剤は極めて分解がはやく，また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
水道水では顕著な蛍光スペクトルは見出されない二とも報告されている。
　蛍光増臼剤が，水道水中に蛍光スペクトルとして得られるほど存在することは，むしろ，通常で
はあり得ないことであり，このような手段で飲料水の安全性を論ずることはでぎないであろう。又，
人工太陽光照射降により，すみやかに分解されるというが，TABLE　4，5，6にみられるように，蛍光
増白謂は現に河川水中に存在し，しかも，LASよりも更に分解性が悪いことが明らかである。通
常の河JJI水の条件では，四季を通じて，ほとんど分解されていない事実を重視しなければならない。
　毒性，発癌性についても，詳細な調査研究はされておらず，食品や薬品ではないし，微量であると
いうことから合成洗剤には使用されているが，青山らは，入末稽撫液の培養細胞を用いた実験から，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
異常染色体の出現率を増加させるという事実を報告している。　環境中に存在する蛍光増最剤が，
直ちに入の健康に害を及ぼすというわけではないが，年間生産量は約1万トンであり，その大業が
合成洗剤に配合されて環境中に放出されておげ，その蓄積による影響は予測できないのである。
7．結論
　海域および河川水中のMBASの測定によって合成洗剤中の陰イオン性界面活性剤（LAS）は，完全
に生分解されずに環境中に残存していることがたしかめられた。LAS分解菌は汚染河川中に比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほの
的多く，海水では少なく，海泥中には，ほとんど存在しないといわれており，来分解のまま海底に
沈降したLASは微量とは云え蓄積されていくことが示された。
　MBASの測定にともなって発晃された蛍光増臼剤は，　XAD－2処理により，有効に濃縮され，これ
まで，“蛍光”としてのみ見出されていたが，物質同定が可能となった。そして，その生分解は，L
ASよりも更に悪く，河川水中では，ほとんど分解されないことが確められた。
　石油化学の発展により，これまで，天然物からつくられていた臼絹消耗物晶の多くが，入工化挙
物質で代替され，安易に廃棄されてきた。これらのうち，被害をおこして問題視されるようになっ
たものもあるが，（たとえば，PCB，　AF2など），まだ，ほとんどが，顕著な毒性や蓄積性が，確認
一
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されないので規制もなく使用されている。しかし，低毒性であっても，人工化学物質の蓄積による
被害は予淵することもできないのでさけなければならないことである。もっとも普及度の高い，化
学物質日用品・合成洗剤による環境汚染は入工化学物質が日用品として利用できるには自然の条件
で，それが完全に生分解されなければならないことを示している。
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　附　記
　海域に関する結果の一部は，「泉南海域埋立てに関する環境アセスメント報告（1976）」に集録され
ている。河川水に関する部分は，第3園，環境科挙総合研究会（1977）で発表した。
海水及び海泥試料採集に，大阪蔚水産試験場，城久氏の御援助を得たことを感謝する。
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